
令和６年能登半島地震に係る災害支援対策特別委員会 

 

日時 ：2024 年 1 月 2 日（火）15 時 00 分～15 時 30 分 

参加者 ：齋藤会長（特別委員会委員長）、高林（委員長・JRAT）、大平（理事）、渡邊、吉田、林、 

砂道 （以上７名） 

開催方法：WEB 

 

＜経過＞ 

2024 年 1 月 1 日（月）  16 時 10 分ごろ 地震発生・大津波警報 

石川県能登地方震度７マグニチュード 7.6 

                     富山・高岡・小矢部・氷見・南砺・射水・舟橋 5 強 

                     砺波・滑川・上市・立山・黒部・朝日 5 弱 

                     魚津・入善４ 

           17 時 45 分ごろ 安否確認第一報の送信（委員長と検討後に大平発信） 

            23 時 13 分ごろ 安否状況の確認（高林→理事） 

2024 年 1 月 2 日（火） 01 時過ぎ 津波注意報へ切り替え 

10 時 00 分 津波注意報の解除 

11 時 00 分 安否確認第二報の送信（高林発信） 

   15 時 00 分   災害支援対策特別委員会の設置・開催 

                    （発災後約 24 時間経過。その後震度 5 以上なし。 

食事介助等を考慮し時間設定） 

 

 

＜富山県の被害状況（県 HP より）＞ 

 



 

＜安否確認状況＞ 

2024 年 1 月 2 日 15 時 00 分時点  

病院・施設会員：175 件、自宅会員 19 件（合計 195 件） 

 詳細 

・被害はあるが、病院・施設機能は維持されている 62 件、その他被害なし。 

・ご自宅被害はあるが、住めるが 44 件 

・自宅は住めない 1 件（実家に帰っていて状態が把握できていないことが理由） 

 ・その他自宅被害なし。 

 

 

＜各地域の被害状況＞ 

 富山：水のにごり、精神科施設の患者が体調不良、救急対応は通常通り 

 高岡：避難所にいた避難者を救急搬送 

 砺波：大型ショッピングセンターの閉店、家屋外壁やブロックの崩落、土砂崩れの可能性、 

道路は問題なし、全 40 箇所くらいの避難所は今は閉鎖した。 

 氷見：断水が続いている、道路通行止め、ガソリンスタンドの列（車中泊あり） 

    施設は、天井照明・エアコンの落下。入所者はホールで集合。 

 新川：朝日は、町内に大きな被害なし。病院はエレベータの停止に伴う食事の運搬。 

    避難所ではないのに住民が避難してその対応に追われた。 

 ※現在ほとんどの避難所は閉鎖したとの情報あり。 

 

＜他団体の動き＞ 

  富山 DMAT  ：富山 DMAT5 隊が石川県で活動中 

富山 JRAT  ：なし 

  富山県リハ協議会 ：なし 

  富山県 PT 士会   ：1 月２日 15 時ごと安否確認のメールあり（期限 1/5）。 

富山 JRAT の協力可能者の収集を行っている。 

  日本作業療法士協会 ：災害対策本部規程の適用を決め、災害対策本部を設置。 

             見舞メールあり。 

 

 ※富山 JRAT について 

・富山県と提携が結べていない。 

・体制の整備がされていない。 

以上より、災害県本部に参加できず。 

今は、情報収集に努め、要請があればボランティアとして活動に協力する。 

 

 



＜今後の活動＞ 

 ・明日、明後日と被害状況が分かってくる。県士会はとりあえず情報収取のみ。 

今後、具体的な支援を検討。 

 ・1 月２日（火）中に安否確認を報告。今後も数回行う。（高林） 

 ・第二回目の災害支援対策特別委員会を開催予定 

 ・富山 JRAT への協力（可能性） 

 ・協会へボランティアの要請（可能性） 

 

 
 

 

＜課題＞ 

・安否状況の確認のタイミング 

・特別委員会の開催時期 

・委員の連絡方法 グループ LINE の活用 

・富山 JRAT や協会ボランティアの人員確保 


